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問
健
康
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

☎
32
‐
９
１
３
２

　

町
内
の
移
動
販
売

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。

　

は
ま
な
す
園
の
協

力
を
得
て
、
介
護
食

の
展
示
・
試
食
を
行

い
ま
し
た
。
食
事
は

健
康
づ
く
り
の
基
本
。

最
後
ま
で
食
べ
る
喜

び
を
保
ち
た
い
も
の

で
す
。

見ただけで食欲
が出るわね！
味も美味しい♪

赤ちゃんハイハイ競争

折り紙で傘などを作る手作りコーナー

金沢大准教授篁
たかむら

氏による健康講演会

血管を若返らせる運動指導

赤ち

●
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
「
食
」

「
こ
ん
に
ち
は　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
」

「
こ
ん
に
ち
は　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
」　今年もスタッフ一同、

高齢者が安心して過ご
すことができる暮らし
を応援します！

●
介
護
予
防

　

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
各
会
場
で
開
催
さ

れ
て
い
る
運
動
教
室
の
様
子
を
写
真
で
紹
介

し
ま
し
た
。
寒
く
な
る
冬
こ
そ
足
腰
を
鍛
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

●
高
齢
者
の
権
利
擁
護

　

悪
徳
商
法
や
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。「
お
か
し
い
な
…
」
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
護
認
定
を
申
請
す
る
原
因

　

第
１
位
「
認
知
症
」
！

　

そ
の
症
状
や
対
応
方
法
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
な
ど
を
紹
介
。
介
護
保
険
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
事
業
所
を
、
地
図
で

掲
示
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
や

誤
解
を
な
く
し
、
人
や
家
族
を
応
援

す
る
地
域
の
暖
か
な
見
守
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

健
康
フ
ェ
ア
の
展
示
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日（
日
）、
健
康
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
志
賀
町
文
化

ホ
ー
ル
で
健
康
講
演
会
が
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
カ
レ
ー
の
ふ

る
ま
い
や
各
団
体
の
販
売
・
展
示
、
歯

科
相
談
や
手
作
り
広
場
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

健
康
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
血
管
を

若
返
ら
せ
る
運
動
指
導
や
、
く
ま
っ
子

隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
和
室
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
競
争
が
行
わ
れ
、
11

人
の
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
レ
ー
ス
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

血
管
は
食
と
運
動
と

血
管
は
食
と
運
動
と

生
活
習
慣
で
若
返
る
！

生
活
習
慣
で
若
返
る
！

　

―  

健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
３ 

開
催  

―

偏
見
やミキサー食でも

彩りが綺麗で、
素材がわかる！
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　地域社会の生活に困っている人、児童・障害者・高齢者
などのことで問題を抱えている人はいませんか？
　民生委員・児童委員は、相談や援助、情報提供を行います。
児童福祉に関することを専門的に行う主任児童委員も配置
されています。気軽に相談してください。

担
当
地
区

氏　

名

高浜町

１
区
・
２
区

竹
田　

恒
雄

３
区
・
４
区

古
府　

利
美

５
区
・
６
区

小
桜　

正
二

７
区
・
11
区

宮
下　

久
幸

８
区
・
９
区
・
10
区

倉
矢　
　

洋

旭
ヶ
丘
・
東
旭

矢
田　

淑
枝

は
ま
な
す

小
又
登
代
子

新
大
念
寺
・
あ
す
な
ろ

後
道　

由
幸

志加浦

川
尻
・
町

橋
本
由
美
子

安
部
屋
・
営
団

大
石　

富
子

志
賀
の
郷
・
健
康
村

ロ
イ
ヤ
ル
シ
テ
ィ

石
藏　

三
郎

上
野

松
本　

力
藏

大
津
・
小
浦

中
田　

秀
男

百
浦

西
井　

專
正

赤
住
・
北
電
寮

は
ま
な
す
園

中
谷
き
よ
子

堀　松
堀
松
・
緑
ヶ
丘

堀　

す
ま
子

梨
谷
小
山

篠
原　

礼
子

清
水
今
江
・
北
吉
田

竹
川　

広
美

末
吉

萬
澤
千
鶴
子

寺
井　

信
子

神
代
・
矢
蔵
谷

藤
井　

弘
子

上熊野
長
田
・
釈
迦
堂

木
村　

紀
弘

直
海
・
促
進
住
宅

森
場　

陽
子

米
町
・
小
室
・
松
木

浦　
　

外
明

田
原
・
五
里
峠

福
田
紀
代
美

大
笹·

牛
ヶ
首·

猪
谷

松
本　

正
子

土　田

徳
田

茨
木
由
里
子

谷
内　

雅
子

舘
開

野
澤　

雅
子

出
雲
・
火
打
谷

馬
場
野
久
子

担
当
地
区

氏　

名

土　田

矢
田
・
印
内

福
田　

松
平

代
田
・
新
林

辻
口　

美
子

牧
山
・
仏
木

坪
井　

順
成

谷
屋
・
栗
山

小
道
三
代
司

加　茂

矢
駄

泉　
　

陽
子

倉
垣

細
川　

宗
宏

安
津
見

近
藤　

外
美

下甘田
東
谷
内
・
上
棚

吉
岡
惠
美
子

二
所
宮

安
中　

喜
六

福
井
・
舘

山
﨑　
　

功

米
浜
・
大
坂
・
穴
口

大
島　

友
子

中甘田

大
島

柴
田　

友
子

長
沢

谷
野　

暢
子

福
野
・
宿
女

仙
崎　

好
一

岩
田
・
坪
野

三
引　

節
子

甘
田

田
口　

秋
子

福浦

福
浦
港

加
藤　

勇
雄

松
山
万
里
子

熊　野
豊
後
名
・
中
山

日
下
田

間
谷　

昭
子

草
木
・
日
用
・
町
居

梢　
　

公
平

三
明
・
中
畠

山
本　

洋
子

荒
屋
・
谷
神
・
六
実

井
上　

保
英

富　来

富
来
地
頭
町

佐
藤　

政
直

藤
川　

増
野

富
来
領
家
町

山
﨑
比
登
美

上
禰　

久
雄

松
村　

和
子

富
来
高
田

池
端
さ
つ
き

富
来
七
海
・
富
来

生
神
・
富
来
牛
下

浦
野　

逸
子

稗造
広
地
・
東
小
室

松
平
ち
づ
子

担
当
地
区

氏　

名

稗　造
貝
田
・
大
西

江
添
・
田
中

日
爪　

芳
子

和
田
・
今
田

輔
田　

俊
子

尊
保
・
楚
和
・
灯

阿
川
・
入
釜

三
田　

俊
雄

鵜
野
屋
・
地

保
・
切
留

鵜
之
家
元
彰

東増穂

八
幡
・
八
幡

座
主
・
中
泉

曽
原
美
津
子

里
本
江

木
村　

眞
澄

中
浜
・
給
分

大
鳥
居

増
田　

邦
彦

相
神
・
草
江

若
宮　
　

勇

西増穂

酒
見
・
香
能

小
出　
　

勇

中
島　

雅
子

稲
敷
・
栢
木

大
谷　

文
子

大
福
寺

大
場
三
枝
子

西　海

西
海
風
戸

三
浦
久
美
子

西
海
風
無

小
山　

典
子

上
瀧　
　

澄

西
海
千
浦

西
海
久
喜

西
島　

桂
子

西　浦

赤
崎
・
小
窪

山
下
美
千
代

鹿
頭

新
古　

紀
子

笹
波

佐
野
富
美
子

前
浜

上
田　

孝
子

　

主
任
児
童
委
員

氏　

名

住　

所

全域

小
田
眞
知
子 

貝　

田

橋
田
眞
知
子

中　

浜

三
原
マ
サ
子

高
浜
町

政
氏
美
和
子

二
所
宮

宮
下
扶
久
子 

矢　

田

　問健康福祉課　☎ 32-9131　問志賀町社会福祉協議会　☎ 42-2545

民生委員・児童委員
の皆さんです

私たちの町の

高浜保育園　　　☎３２‐０２１４
志加浦保育園　　☎３２‐０４２７
土田保育園　　　☎３７‐１００２
中甘田保育園　　☎３２‐０３６９
とぎ保育園　　　☎４２‐０３６６
ますほ保育園　　☎４２‐０２２７
住民課保育担当　☎３２‐９１２２ ・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　　・志賀町住民課　☎ 32-9122

・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

里親制度とは　～やさしい社会の絆～

　さまざまな事情により、自分の家庭で生活することができなくなっ
た子どもを自らの家庭に家族の一員として迎え入れ、豊かな愛情と真
心を込めて育ててくれる人を「里親」といいます。
　里親には養育の期間や方法などにより、

①養育里親、②専門里親、③親族里親、④養子縁組を希望する者 

の４種類があります。
　里親になるには特別な資格はいりませんが、養育里親研修を修了し
たこと、子どもの養育についての理解や熱意と愛情を持っていること、
里親になることを希望する本人や同居人が欠格事由に該当しないこ
と、経済的に困窮していないことなどが認定要件となっています。
　なお、要件は里親の種別によって異なります。
　能登地区での里親についての相談・申し込み・問い合わせは、七尾
児童相談所まで、気軽に相談してください。

　上記の主任児童委員は志賀町保育園苦
情解決第三者委員の委嘱を受けました。
保育園を利用している皆さんからの意見
や苦情などを受け付けし、助言や立会い
によって解決します。任期は平成 25 年
12月1日から平成28年11月30日まで。
　詳細については、各公立保育園または
住民課まで気軽に相談してください。

志賀町要保護児童対策地域協議会だより
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◇
ジ
ュ
ニ
ア
賞

寺
下　

和
樹
（
白
山
市
）
朝
焼
の
夜
の
お
も
か
げ

洋

土
田　

郁
子
（
七
尾
市
）
海
の
ト
ン
ネ
ル

洋

◇
奨　

励　

賞

舘　
　

昭
次
（
富
山
県
）
海
辺
に
て

日

松
原
美
代
子
（
富
山
県
）
こ
ろ
柿
の
里

日

松
浦　

久
徳
（
金
沢
市
）
こ
も
れ
び
の
裏
参
道

洋

鈴
木　

朴
草
（
百　

浦
）
冬
・
底
曳
き
網
の
手
入
（
上
野
）

洋

徳
和
登
美
子
（
羽
咋
市
）
腰
巻
地
蔵

洋

道
願　

朋
行
（
小
松
市
）
水
・
陸
・
空
・
巌
門

洋

◇
特
別
賞
（
日
本
画
の
部
）
川
﨑　
　

勉
（
白
山
市
）
赤
崎
の
朝

日

◇
特
別
賞
（
洋
画
の
部
）
橋
本　

絹
子
（
高
浜
町
）
米
町
不
動
の
滝

洋

◇
特
別
賞
（
パ
ソ
コ
ン
画
の
部
）

安
田
み
わ
こ
（
金
沢
市
）
来
入
寺
水
芭
蕉
の
頃

洋

◇
特
別
賞
（
水
墨
画
の
部
）
森
寺　

一
男
（
富
山
県
）
サ
ン
デ
イ
福
浦

日

◇
特
別
賞
（
水
彩
画
の
部
）

横
山　

優
三
（
能
美
市
）
福
浦
の
夕
暮

洋

◇
特
別
賞
（
版
画
の
部
）
井
上　

沙
羅
（　
　
　

）
巌
門

洋

◇
志
賀
町
を
描
く

　

 

美
術
館
長
賞

出
口　

義
美
（
小　

室
）
水
路
の
あ
る
風
景

洋

旗　

千
恵
子
（
金
沢
市
）
志
賀
町
の
瀧
の
浦

日

【
賞
名
】

【
氏
名
】

【
作
品
名
】

【
種
別
】

◇
大
賞

村
上　

有
輝
（
金
沢
市
）
関
野
鼻
（
兜
岩)

洋

◇
能
登
の
里
山
賞

大
橋
由
紀
恵
（
金
沢
市
）
巌
門
遊
楽

日

◇
能
登
の
里
海
賞

竹
内　

直
樹
（
羽
咋
市
）
福
浦
・
冬

洋

◇
石
川
県
知
事
賞

蛯
原　

福
弘
（
金
沢
市
）
遍
行
寺
の
牡
丹

日

◇
北
國
新
聞
社
賞

平　

登
紀
夫
（
輪
島
市
）
夕
映
え
の
亀
岩
（
兜
岩
）

洋

◇
テ
レ
ビ
金
沢
賞

小
塩　

恵
子
（
金
沢
市
）
ｃ
ｒ
ａ
ｇ

洋

◇
金
沢
美
術
工
芸
大
学
長
賞

後
出　

秀
茂
（
能
美
市
）
収
穫

洋

◇
志
賀
農
業
協
同
組
合
長
賞
村
田　

栄
子
（
金
沢
市
）
ひ
ま
わ
り
の
里
で

日

◇
志
賀
町
商
工
会
長
賞
高
柳　
　

惟
（
金
沢
市
）「
曇
天｣

ど
ん
て
ん

洋

◇
富
来
商
工
会
長
賞

仲
井
真
理
子
（
金
沢
市
）
増
穂
浦
の
朝

日

◇
石
川
県
漁
業
協
同
組
合

　

 

西
海
支
所
運
営
委
員
長
賞

平
山　

利
雄
（
七
尾
市
）
漁
師

洋

◇
特
選

福
嶋　
　

章
（
金
沢
市
）
水
面
に
写
る
船

洋

東　
　

靖
夫
（
能
登
町
）
大
島
諸
願
堂

洋

山
本　

愛
子
（
金
沢
市
）
セ
キ
ノ
ハ
ナ

洋

◇
審
査
員
賞

泊　
　

遊
歩
（
金
沢
市
）
風
鳴
く
日
に
（
牛
下
の
滝
）

日

◇
新
発
見
賞

島
村　
　

博
（
金
沢
市
）
大
漁
起
舟
祭

洋

一般の一般の部・審査結果部・審査結果

志
賀
町
を

志
賀
町
を

　
　

描
く

　
　

描
く
美
術
展

美
術
展

【
１
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

小
波　

久
斗
（
上
熊
野
小
）

◇
特　

選

　

小
門
前
颯
汰
（
土
田
小
）

◇
入　

選

　

松
本　

紗
弥
（
上
熊
野
小
）

　

新
木　

大
智
（
高
浜
小
）

　

村
山　

昴
輝
（
下
甘
田
小
）

　

寺
井　

啓
祐
（
富
来
小
）

　

鍋
島　

琴
美
（
志
加
浦
小
）

　

舘
岡　

優
羽
（
土
田
小
）

　

谷
口　

芽
生
（
堀
松
小
）

　

佐
藤　

花
暖
（
富
来
小
）

　

中
世　

華
帆
（
加
茂
小
）

　

清
原　

柚
希
（
高
浜
小
）

　

寺
井　

悠
人
（
富
来
小
）

【
２
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

橋
本　

拓
歩
（
富
来
小
）

◇
特　

選

　

津
田　

奏
汰
（
上
熊
野
小
）

◇
入　

選

常
光　

功
樹
（
志
加
浦
小
）

森
田　

一
成
（
下
甘
田
小
）

佐
渡　

翔
太
（
富
来
小
）

川
端　

義
典
（
上
熊
野
小
）

山
本　

京
佳
（
堀
松
小
）

村
木　

愛
羅
（
土
田
小
）

平
田　

彩
斗
（
堀
松
小
）

【
３
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

小
室　

康
平
（
上
熊
野
小
）

◇
特　

選

　

居
田　

夏
樹
（
堀
松
小
）

◇
入　

選

前
出　

光
輝
（
志
加
浦
小
）

辻
口　

璃
乙
（
土
田
小
）

北
山　

太
一
（
高
浜
小
）

小
川　

結
実
（
志
加
浦
小
）

山
口
ひ
な
た
（
高
浜
小
）

大
石　

彩
乃
（
下
甘
田
小
）

谷
内
山
柊
夏
（
富
来
小
）

尾
角　

涼
悟
（
高
浜
小
）

松
下　

遥
香
（
堀
松
小
）

河
村　

妃
那
（
富
来
小
）

【
４
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

泉　
　
　

祭
（
加
茂
小
）

◇
特　

選

　

山
屋　

輝
理
（
富
来
小
）

◇
入　

選

表
谷　

瑠
楓
（
志
加
浦
小
）

水
野
美
萌
里
（
堀
松
小
）

細
川　

美
侑
（
下
甘
田
小
）

高
橋　

光
咲
（
上
熊
野
小
）

熊
井　

桃
奈
（
堀
松
小
）

小小中学生の部・審査結果中学生の部・審査結果

大
原
デ
ザ
イ

ン
カ
レ
ッ
ジ

成
瀬　

光
留
（
富
来
小
）

岡
田　

菜
那
（
土
田
小
）

高
橋　

一
翔
（
富
来
小
）

【
５
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

水
口　

祐
誠
（
上
熊
野
小
）

◇
特　

選

　

小
泉　

諒
真
（
高
浜
小
）

◇
入　

選

竹
視　

早
紀
（
志
加
浦
小
）

犬
原　
　

祭
（
富
来
小
）

大
平
慎
之
助
（
土
田
小
）

三
原　

千
春
（
下
甘
田
小
）

浜
田　

孝
弘
（
高
浜
小
）

瀬
戸　

琉
誠
（
堀
松
小
）

藤
田　

紗
江
（
堀
松
小
）

酒
井　

梨
緒
（
加
茂
小
）

【
６
年
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

高
嶋　

桃
羽
（
高
浜
小
）

◇
特　

選

　

室
坂　

有
咲
（
土
田
小
）

◇
入　

選

　

長
田　

尚
真
（
志
加
浦
小
）

　

藤
井　

尚
弥
（
富
来
小
）

　

谷　

眞
奈
歩
（
加
茂
小
）

　

橋
川　
　

遼
（
上
熊
野
小
）

　

岩
本　

晶
貴
（
堀
松
小
）

　

渡
辺　

聖
翔
（
上
熊
野
小
）

　

冨
地　

修
斗
（
富
来
小
）

　

海
恵
み
の
り
（
下
甘
田
小
）

【
中
学
生
】

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

細
川　

妃
菜
（
志
賀
中
）

◇
特　

選

　

瀧
川　

朔
生
（
志
賀
中
）

◇
入　

選

高
嶋　

莉
子
（
志
賀
中
）

加
茂
野
リ
カ
（
志
賀
中
）

高
山　

舜
季
（
志
賀
中
）

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
」。

　

一
般
の
部
に
は
２
１
８
作
品

が
出
展
さ
れ
、
11
月
17
日
の
表

彰
式
で
、
32
人
の
入
賞
者
に
賞

状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
「
能
登

の
里
山
里
海
」
認
定
記
念
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
た
小
中
学
生
の

部
に
は
、
６
２
４
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
69
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
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（※重複応募はできません）

職　種 区分 人員 職務内容 応　募　資　格 勤務期間・時間 賃金

Ａ  保育園保育士
      （町内保育園） 嘱託員 ２人 保育園の保育業務

保育士資格を有する人、または平
成26年３月末日までに取得見込み
の人

H26.4.1 ～ H27.3.31
8:30 ～ 17:00
※変則勤務時間有

月額
  144,500円

Ｂ 地域包括支援
　センター職員
（役場健康福祉課）

期限付
職員 １人

介護予防ｹｱﾌﾟﾗﾝ作
成、ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務
および介護認定調査

保健師、看護師または介護支援専
門員のいずれかの資格および普通
自動車免許を有する人

H26.4.1 ～ H27.3.31
8:30 ～ 17:15
※雇用延長をする場合有

月額
  180,500円～

Ｃ 要介護認定等
　   訪問調査員
 （役場健康福祉課）

期限付
職員 １人 介護認定に係る

訪問調査

保健師、看護師（准看護師）または
介護支援専門員のいずれかの資格
および普通自動車免許を有する人

H26.4.1 ～ H27.3.31
8:30 ～ 17:15
※雇用延長をする場合有

月額
  153,300円～

Ｄ 一般事務補助員
  （役場まち整備課
　　　上下水道室）

臨時
職員 １人

下水道台帳整備
に係るデータ入
力作業など

「ﾜｰﾄﾞ」「ｴｸｾﾙ」などのパソコン操作
が可能な人

H26.4.1 ～ H26.9.30
8:30 ～ 17:15
※雇用延長をする場合有

日額
  　6,400円

Ｅ 校務員
　（町立学校）

臨時
職員 １人

学校における校務
（機械除草、重量物
の運搬作業など有）

資格は問わない
普通自動車運転免許を有し健康な人

H26.4.1 ～ H26.9.30
8:30 ～ 17:15
※雇用延長をする場合有
※変則勤務等有（学校長の定める時間）

日額  
　  5,900円

Ｆ 図書館司書
  （町立富来図書館） 嘱託員 1人 図書館司書事務 図書館司書資格（平成26年３月末ま

でに取得見込者含む）を有する人

H26.4.1 ～ H27.3.31
8:30 ～ 17:15
※変則勤務時間有

月額
  144,500円

Ｇ 看護助手
　 （町立富来病院） 嘱託員 ２人 病棟における

患者の介護業務 ホームヘルパー２級資格を有する人
H26.4.1 ～ H27.3.31
8:30 ～ 17:15
※変則勤務時間有

月額
  137,200円

※賃金は勤務経験年数により増額する場合があります。

・申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で交付
　またはホームページでダウンロード）に必要事項を記入
　し、必要書類を添付の上、総務課へ提出してください。
・郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員等申込書」と朱書き
　し、郵送してください。（申込期間の消印有効）

◇選考方法　面接試験により選考します。

◇申込方法◇勤務条件　詳細は総務課、富来支所に備え付けてあ
　　　　　　  る「志賀町臨時職員等募集要項」、または
　　　　　　   志賀町ホームページで確認してください。

◇申込期間　平成25年12月27日（金）から
　　　　　  平成26年１月17日（金）
◇選考試験　  期日：平成26年２月２日（日）
　　　　　    会場：志賀町役場　（予定）

臨時職員募集に関するお問い合わせ・申込先は　･･･　　総務課　総務人事担当　　☎ 32-9311

志賀町役場臨時職員募集
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国 民 年 金

　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、申請
手続きによって、保険料の納付が「免除」、「一部納付（一
部免除）」または「猶予」される制度があります。

▶免除（全額免除・一部納付）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合、全額
　免除または一部納付（一部免除）となります。
　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付保険料納
　付しないと未納期間となってしまいます。
▶若年者納付猶予申請
　30 歳未満で、本人、配偶者の前年所得が一定額以下の場合、
　保険料の納付が猶予されます。
▶学生納付特例申請
　学生で本人の所得が一定額以下の場合、保険料の納付が猶　
　予されます。

～国民年金保険料の納付が困難なときは～
国民年金保険料免除制度の申請手続きを！

問　住民課　国民年金担当　☎32-9121
　　七尾年金事務所　　☎0767-53-6511

こんなに違う！納付・全額免除・一部納付などと未納

納付 全額
免除

一部納付
（一部免除）

若年者納付
猶予学生
納付特例

未納

障害・遺族 
基 礎 年 金
（ 受 給 資格 期 間 ）

○ ○ ○ ○ ×

老齢
基礎
年金

受給資
格期間 ○ ○ ○ ○ ×

年金額
の計算 ○ ○ ○ × ×

( 注 ) 一部納付については、一部納付保険料を納付していることが
　必要です。免除などを受けている期間は、10 年までさかのぼっ
　て追納することができますが未納の場合、２年を超えると時効
　により納付することができなくなります。



広報しか
2014. １

10

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

借
用
書
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

統合小学校建設検討委員会だより　　　 　　志賀町統合小学校建設検討委員会
事務局　☎32-9360

　 　　№２
　
「
志
賀
町
統
合
小
学
校
建
設
検
討
委
員
会
」
事
務
局
で
す
。

　

志
賀
地
域
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
生
１
、０
４
２
人
の
保
護
者
８
４
３

人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
答
率
80
・
９
％
）
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
内
容
は
、
①
制
服
・
体
操
服
②
校
名
・
校
歌
・
校
章
③
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
３
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
①
制
服
・
体
操
服
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
円
グ
ラ
フ
参
照
）

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
志
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い

ま
す
。

　

制
服
は
、
全
国
的
に
あ
る
程
度
の
統
一
性
が
あ
り
、
移
行
時
期
に
お
い
て

も
違
和
感
が
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
体
操
服
は
、
色
・
デ
ザ
イ
ン
・

価
格
ま
で
含
め
る
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
新
製
品
も
数
多
く
で
て
き
ま
す
。
一
方

で
、
保
護
者
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
準
備
を
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

統合前に移行
期間を設け
段階的に統一
を図る
40%

統合後に移行
期間を設け
段階的に統一
を図る
31%

統合前後に移行
期間を設け
段階的に統一
を図る
11%

統合に合わ
せて購入
12%

その他
5% 未回答

1%

【制服に関するアンケート結果】
　(1) 制服・体操服・ズックなどの移行についてどうお考えですか

その他
5% 未回答

1%

業者見積を
とり、

アンケート
希望調査
65%

学校（校長
会）等に一任
21%

町教委等に
一任
8%

(2) 制服・体操服・ズックなどのデザインの決定方法について
　どうお考えですか

Ｑ
：
東
京
都
の
猪
瀬
知
事
が
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ

か
ら
５
千
万
円
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
が
問
題

と
な
り
、
猪
瀬
知
事
は
「
あ
の
５
千
万
円
は
借

り
た
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
借
用
書
を
見

せ
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
「
貸
し
主
」
の
自
筆

の
署
名
も
な
け
れ
ば
、
ハ
ン
コ
す
ら
押
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
借
用
書
と
し
て
、
法

的
に
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
来
、
借

用
書
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
お
金
の
貸
し
借
り
は
、
法
的
に
は
「
金
銭
消

費
貸
借
契
約
」
と
言
い
ま
す
。
双
方
の
信
頼
関

係
の
下
で
、
双
方
が
納
得
し
た
上
で
貸
し
借
り

を
す
れ
ば
、
口
頭
で
も
契
約
は
成
立
し
、
特
に

書
面
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

後
日
、
①
い
く
ら
の
金
額
を
ど
の
よ
う
な
条
件

で
貸
し
借
り
の
約
束
を
し
た
か
、
②
そ
の
約
束

に
基
づ
い
て
、
い
つ
、
い
く
ら
の
金
額
を
返
済

し
た
か
と
い
う
事
実
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
貸
し
借
り
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
起
き
た
場

合
、
口
頭
で
は
、
水
掛
け
論
に
終
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
借
用
書
や
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
己
の
主
張

を
裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
、
借
用
者
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
猪
瀬
氏
の
自

筆
の
借
用
書
を
徳
田
氏
が
持
っ
て
い
れ
ば
、
猪

瀬
氏
に
貸
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
、、
猪
瀬
氏

が
持
っ
て
い
れ
ば
、
返
済
し
て
取
り
戻
し
た
と

い
う
証
明
に
な
り
ま
す
。

　
　

望
ま
し
い
借
用
書
の
書
き
方
は
、次
の
通
り
。

　

①
金
銭
を
受
け
渡
し
た
日
時
と
金
額
を
明
記
す

る
。（
例
：
本
日
金
５
千
万
円
を
貸
主
の
Ａ
氏

よ
り
借
主
Ｂ
が
確
か
に
借
受
け
受
領
し
た
）

　

②
弁
済
時
期
を
明
確
に
す
る
。（
例
：
平
成
26

年
１
月
末
日
ま
で
に
返
済
す
る
）

　

③
弁
済
方
法
を
明
確
に
す
る
。（
一
括
払
い
か
、

分
割
払
い
か
、
持
参
し
て
支
払
う
か
、
口
座

へ
の
振
込
み
か
な
ど
）

　

④
利
息
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
利
率
を
取
り
決
め

る
。（
利
息
制
限
法
で
は
、
10
万
円
未
満
は
、

年
２
割
、
10
万
円
以
上
百
万
円
未
満
は
、
年

１
割
８
分
、
百
万
円
以
上
は
、
年
１
割
５
分
。

特
に
利
率
の
取
り
決
め
が
な
い
場
合
は
法
定

利
率
で
個
人
間
の
貸
し
借
り
で
は
、年
５
％
、

商
人
の
場
合
は
、
年
６
％
）

　

⑤
期
限
ま
で
に
元
本
を
払
わ
な
い
と
き
の
遅
延

損
害
金
を
明
記
す
る
。

　

⑥
高
額
な
貸
付
の
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
を
つ

け
る
。

　
　

通
常
は
、
署
名
の
ほ
か
に
最
終
的
な
意
思
確

認
と
し
て
、
押
印
（
ま
た
は
拇
印
）
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
印
紙
も
貼
る
必
要
が
あ
り
、

５
千
万
円
な
ら
ば
、
印
紙
は
２
万
円
で
す
。

　
　

こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
設
問
の
借
用
書

は
、
金
額
か
ら
す
れ
ば
あ
ま
り
に
も
簡
略
で
お

粗
末
と
い
う
印
象
で
す
。


